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言葉や声かけは、指導者にとって最も重要な役目と言える。 
 
10 年という節目を迎えた今、生徒の意欲を高める部活動指導の在り方をその教育的意義から見つめ直す良い

機会なのかも知れない。 
 
 
４．おわりに 
 昨年秋、全国高体連空手道部指導部より都道府県専門部へ要請文が届いた。高体連空手道部として 
「最強の人から 最高の人へ」を合い言葉に、“人づくり”の進展を目指そうというものである。この理念のも

と、“努力・勇気・敬意・感謝”の四つの心を持てる“人づくり”を提唱し、大会毎にこの言葉を見聞きする

ことが出来るよう掲示(大会パンフレット掲載等)、呼びかけをしていく、との方針である。次年度より、人格

形成に新たなる一歩を踏み出そうとしている。 
 
 生徒の健全育成を願わぬ教師はいない。暴力根絶元年を振り返り、そう強く思う一年であった。 
 
2020 年、夢の舞台は東京へと移される。オリンピックという世界に羽ばたくトップアスリート達が、東京都

高体連より輩出されることを願ってやまない。 
 
 
 
最後に、本アンケート調査の集計にあたり、2 年分の膨大なるデータを集計処理し、基礎資料を作成して下さ

った、筑波大学大学院 体育経営学研究室 朝倉 雅史氏 に感謝したい。 
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研究発表  東京都高等学校体育連盟 研究部 第三分科会（部活動の活性化） 

「過去から現在、そして未来へ」 
～過去の活動を振り返ることで現在を見つめ直し、将来への展望につなげる～ 

東京都高体連 研究部 第三分科会 代表 少林寺拳法専門部 帝京高等学校 工藤 慶之 

Ⅰ．はじめに 
 私が、東京都高等学校体育連盟研究部の活動に携わさせていただいたのは平成 19 年度からであり、今年
で 7年になる。研究部に携わるようになったきっかけは、少林寺拳法専門部の前委員長より研究部の存在を
知らされ、勧められたことであった。また、研究活動に携わる中で、第三分科会の代表を務めさせていただ

いているのは、平成 23年度からである。 
 今まで研究部での活動を通して、多くの専門部のさまざまな取り組みや、専門部の枠を超えた共通して抱

えている問題点を知ることができたことは、貴重であり、重要な自分の財産となっている。さらには、今ま

での活動を通して得られた知識や経験が、現在でも自身の専門部の中で、大いに役立っている。 
 今回、東京都高等学校体育連盟主催の研究大会が 10 回を迎えるにあたり、過去の第三分科会としての研
究活動を振り返り、現在に至るまでの活動報告をまとめるとともに、その中から見えてくる課題を探り、更

にその先にある将来の展望へと繋げていきたい。 

Ⅱ．第三分科会の研究活動 

（１）第三分科会の研究活動について 
 第三分科会では、分科会として独自に例年 2回程度のミーティングを行っており、各専門部や各学校の情
報交換を行っている。一つの専門部の中では、学校間の情報交換をすることはできても、他の専門部の状況

を聞くことは出来ないことが多いと思われる。しかしながら、このミーティングでは、学校も専門部も異な

るメンバーが集い、そして同じベクトルをもって、研究に取り組んでいる。そのため、活性化につながる様々

な事例や取り組み、また活性化の妨げとなり得る課題点や問題点を数多く共有することができる。そのよう

なミーティングを通して出てくる様々な情報や意見には、各専門部だけに限った話ではなく、他の専門部に

も共通する問題点や課題点、そして活性化につながる多くのヒントが数多く存在している。 
 このミーティングを通して、我々が共有すべき課題点や他の専門部の実情を知ることができることは、非

常に貴重な場であると考えられるので、今後も継続していきたいと考えている。 
 
（２）第三分科会の研究活動の経緯 
 第三分科会の組織的な研究活動は、平成 18年度より始まった。 
（ⅰ）平成 18年度から平成 20年度まで 
① 取り組み 

 平成 18 年度の初年度は、まず「何を明らかにしたいのか／するべきなのか」についての議論から始まっ
た。そもそも「部活動の活性化」とは何か。そこから議論は始まり、議論を重ねながら、初年度の研究内容

を検討していった。その上で、研究部員の所属している勤務校や専門部での取り組みについての「基礎調査」

を行い、意欲的な実践を収集・整理し紹介することが、指導現場に生かす上で重要であると考え、「学校とし

ての取り組み」と「専門部としての取り組み」の 2つに分けて収集し、特徴的なものについて事例を紹介す
ることとした。この取り組みは、平成 20年度までの 3年間に渡って継続されることとなった。 
 以下に、3年間の発表内容とその概要を簡単に示す。 
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平成 18年度「部活動の活性化に関する基礎的研究①」 
【学校としての取り組み】 
・明治大学付属中野中学高等学校－「生徒会によるクラブ員募集」 
 概要 生徒会が主催する 2つの部活動部員募集の取り組みについての紹介 
・都立足立新田高校－「学校改革と連動した部活動の活性化」 
 概要 学校改革と部活動改革を連動させることで、学校自体が活力を取り戻した事例 
【専門部としての取り組み】 
・陸上競技専門部－「高体連主催「競技会」の実態とその意義」 
 概要 多くの生徒に出場する機会を与えるための選手権大会とは違う大会について 
・ハンドボール専門部－「教育研修大会」 
 概要 公式戦の経験の少ないチームに多くの試合経験を積ませることを目的とした大会の概要と 
 成果について 
・ホッケー専門部－「春と秋のプレ大会」 
 概要 安全面と競技ルールの確認、更にマナーの周知徹底を行なう為の公式戦前に行っているプレ大会 
 についての成果と課題について 
 
平成 19年度「部活動の活性化に関する基礎的研究②」 
【学校としての取り組み】 
・都立足立東高校－「学校がよくなれば部活動も活性化する」 
 概要 「規範意識の向上が学校生活の質の向上につながり、正常で活発なクラブ活動の発展につながる」 
 という学校を挙げての取り組みについて 
・筑波大学附属高校－「『定期戦』が部活動の活性化に貢献する」 
 概要 学校行事として学年暦に記載されている 3 つの『定期戦』の紹介と、それらが各運動部にどのよう 
 な影響を及ぼしているのかの考察について 
【専門部としての取り組み】 
・ラグビー専門部－「10人制大会」と「合同チーム」の取り組み 
 概要 少子化をキーワードとした、大会やチーム編成の成果と課題について 
・アメリカンフットボール専門部－普及のための「配慮チーム制度」の取り組み 
 概要 多くの学校が楽しんで大会に参加できるように、「まずは 1勝」という趣旨のもと実力差や部員数 
 を配慮した「配慮チーム制度」についての取り組みの成果と課題について 
 
平成 20年度「部活動の活性化に関する基礎的研究③」 
 競技人口の少ないスポーツにおいて、現場で非常に苦労し、そして工夫されている様子が見受けられた。

競技人口が増えない理由は多種多様であるが、専門部としても、各学校の運動部においても、そのスポーツ

をいかに認知させ、継続させるかに知恵を絞っている様子がみられた。そこで、以下の 2つのスポーツにつ
いて、「学校としての取り組み」と「専門部としての取り組み」を併せて紹介した。 
・少林寺拳法専門部と帝京高校少林寺拳法部 
 概要 少林寺拳法専門部の現状報告とその取り組み、および学校部活動の現状報告とその取り組みに 
 ついての事例紹介 
・アーチェリー専門部と淑徳高校アーチェリー部 
 概要 アーチェリー専門部の現状報告と学校における取り組みや課題について、またそれらの取り組み 
 における成果についての事例紹介 
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 ② 3年間のまとめと考察 
 3年間の各専門部や各学校の取り組みを振り返りまとめると、「大会等への出場機会を増やすための取り組
み」、「楽しい（面白い）と思わせるための取り組み」、「少子化に対しての取り組み」の 3 点に集約される。
このことから、多くの学校や専門部からの取り組みの事例から「部活動の活性化」に対する取り組みに対し

ての 1つの考察がなされる。 
 それは、「部活動の活性化に対する取り組みを考えるにあたって、専門部としては少子化に対しての配慮や

環境を整えることが先決であり、生徒に対してはそれぞれの競技を楽しんでもらう環境作りと、多くの生徒

が大会に出場することのできる機会を与えていくことが必要不可欠」ということである。そのために、多く

の学校や専門部が日々苦労され、様々な取り組みをされている。 
 研究部員はそれぞれ現場を持ち、大規模なプロジェクト研究に取り組むだけの余裕がなかなか持てない。

そこで小さな事例を数多く収集することにしたが、個々の事例は学校や専門部の枠を超えた財産となり、指

導現場にも非常に参考になるものとなった。 
 
（ⅱ）平成 21年度以降 
 ① 取り組み 
 平成 21 年度も昨年度までと同様の継続研究を予定していたが、様々な諸事情により、一時継続研究を中
断し、「今しかできないこと」に目を向けて行った。 
 平成 21年度は、年度当初からインフルエンザ問題が各学校・各専門部を悩ませた。都内の各学校にも様々
な形で影響が及び、各学校の部活動にも、高体連の競技会にも多大なる影響を及ぼしたことは記憶に新しい。

この異常事態の中で、高体連の各専門部がどのような対応をしたのか、そしてどのようなことが具体的に起

きたのかを記録にとどめておくことは、「部活動の活性化」の観点からも有益であろうと考え、新しい試みと

して、質問紙調査を実施し、数字で全体像を把握するとともに、各専門部や各学校の事例を収集し、トピッ

クに対して質と量の両面から明らかにしていった。 

 平成 22年度は、ミーティングを行う中で、各専門部が抱えている問題点が浮き彫りになった。そのため、
昨年度と同様のスタイル（質問紙調査）により、共通の議題として数多く出された「施設利用の問題」と「審

判確保の問題」に特化して、質問紙調査を行い、具体的な課題や解決策をまとめ、更に特徴的だった男子体

操専門部とスケート専門部の 2専門部からの事例報告も行った。 

 平成 23年度より、代表を務めさせていただくこととなった。ミーティングでは、「東京国体に向けての取
り組み」や「東日本大震災の影響」などの話題が数多く出てきた。そこで、「東京国体に向けての取り組み」

について、多くの専門部に質問紙調査を行い、各専門部の創意工夫をまとめ、特徴的だった男子バスケット

ボール専門部とアーチェリー専門部、相撲専門部の 3専門部からの事例報告および事例紹介を行った。 

 平成 24 年度は、ミーティングの中で、「運動部に入部する動機は何か。」などの共通議題が各専門部から
出された。そこで、中学からの継続生徒や高校からの新規生徒などを対象にした質問紙調査を実施し、その

中から見えてきたことに対する課題と今後の展望をまとめた。 
 以下に、4年間の発表題を示す。 

・平成 21年度「新型インフルエンザと高体連の競技会－現場で何が起きたのか」 
・平成 22年度「高体連の競技会－特に施設利用と審判確保をめぐって」 

・平成 23年度「各専門部の取り組みから見る部活動の活性化」～国体に向けての取り組みを中心に～ 
・平成 24年度「部活動への入部動機に関する一考察」～高校生のアンケートから見えたこと～ 
 ② 4年間のまとめと考察 
 平成 21 年度からの 4 年間は、それまでに行っていた各学校や各専門部の取り組みの事例を収集し、まと
めて発表するという形式ではなく、質問紙（アンケート用紙）を用いた研究を行ってきた。主に部活動の活
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性化を妨げる要因を各専門部の研究部メンバーから洗い出してもらい、それに対しての他の専門部の取り組

みを収集することで、対策や解決策へと繋げようとしたのである。 
 4年間の研究を通して、「各専門部が抱えている課題や問題点は、多くの専門部が共通して抱えているケー
スが多く、他の専門部の取り組みや事例などの情報を、どの専門部も求めているのではないか」ということ

が考察されてくる。 
 この 4年間を通して行ってきた「質問紙調査を行って全体を把握しつつ、個々の事例を組み合わせて現場
の様子を反映させる」という手法は、専門部や学校の枠を超えた統計だけでなく、それぞれの専門部が共有

することの出来る情報を得ることが出来たのではないかと思われる。 
 
（３）今までの研究のまとめと考察 
 この 7年間の研究を振り返ると、前半の 3年間の歩みと後半の 4年間の歩みの 2つに分けられるが、7年
間の歩みとしては、研究や発表の方法は違えども、各学校や各専門部における事例や情報を収集し、それを

まとめ、各学校や各専門部に返すということを一貫して行ってきたということがいえる。 

Ⅲ．現在の課題と今後の展望 
（１）「部活動の活性化」とは何か 
 第三分科会は「部活動の活性化」をテーマに毎年研究活動をしているが、前述したように、組織としての

研究当初より、「何をもって活性化とするのか」ということの結論が見出せていない。 
 平成 18年度の研究大会紀要に、ミーティング資料（※１）が載せられているが、部活動の活性化には様々
な視点が考えられ、議論が尽きない。 
 しかしながら、このミーティングの中で議論されたことをベースとして今まで研究を行ってきた。その中

から考察されることは、各専門部や各学校が行っているどのような取り組みでも、部活動の活性化に確実に

「繋がっている」ということである。 
 「部活動の活性化とは何か。」 
 今後も、研究を行っていく中で、永遠のテーマとなることは間違いない。しかし、この永遠と続く議論を

繰り返し行うことで、答えにたどり着けるかもしれない。そのことを信じ、今後も活動を行っていきたいと

考える。 
 
（※１）平成 18年度 第 3回研究大会紀要より一部抜粋 
１）「（運動）部活動の活性化」とは何か 
①学校的（教育的）視点 
・学校経営の観点から … 生徒数減への対応 
・生徒指導の観点から … 目標を持たせる。部活動を“通しての”教育（手段論的立場） 
②スポーツ的視点 
・普及（大衆化）の観点から … 誰もが参加できる部活動とは 
・レベルアップ（高度化）の観点から … レベルに応じたプレーが楽しめる部活動とは 
・生涯スポーツの観点から … スポーツ“そのものの”教育（目的論的立場） 
③その他 
・多様化の観点から 
・地域との連携の観点から 

（2006.7.3.第 3 分科会ミーティング資料より） 
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（２）研究のあり方について 
 今までの研究を振り返ると、前述したように大きく 2 つの手法で研究を進めてきた。1 つは「個々の取り
組みの事例を収集していく」手法であり、もう 1つは「全体が抱える課題や問題点を明らかにしていく」手
法である。 
 1つ目の手法は、それぞれの指導現場での実践事例を収集することであり、このような実践事例の中には、
数多くの部活動の活性化につながる「ヒント」が隠されている。 
 また、2つ目の手法は、「部活動の活性化」の妨げとなる要因を取り除くための手段を探ることであり、こ
れも「部活動の活性化」に繋がっていくと言えよう。 
 どちらの手法が良いのかは賛否両論あると思われるが、我々の活動としては「活性化」につながるヒント

の収集と、現在活性化の妨げとなっている課題や問題点や、今後妨げとなる可能性のある課題や問題点を洗

い出しながら、それについての解決策を見出し、それらを指導の現場に返していくことが大切であり、1 つ
の専門部の事例としてではなく、多くの専門部が共有できる財産を数多く蓄積していくことが求められてい

ると考えられる。今後も、両方向での可能性を探りながら研究に取り組んでいきたい。 
 
（３）中・長期的な研究の取り組みの可能性 
 第三分科会は毎年ミーティングを行っている。その中で得られる価値は何物にも代えられないものである

が、研究テーマを決めるのも毎年のミーティングにおいてである。最近は、情報交換の中で出てきた事柄に

ついて話し合い、何を研究テーマにするのかを決めているのが現状となっている。 
 このことは、「今、起きている状況の調査」（平成 21 年度「新型インフルエンザと高体連の競技会－現場
で何が起きたのか」）の場合には、テーマ設定の場としては最適かもしれない。 
 しかしながら、このような状況が「発表のための研究」という状況を引き起こす要因の 1つになっており、
発表に合わせて研究をする 1年限りの研究活動という現実をもたらしているといっても過言ではない。 
 また、研究部のメンバーも、それぞれに指導現場を持つ身であり、なかなか継続し、時間をかけて研究に

取り組むことが困難であることも 1つの要因であると考えられる。 
 この「発表のための研究」という最悪の事態を避けるためには、中・長期的な研究テーマにより、継続し

て研究や事例収集をしていくことが最も望ましいのではないかと考えられる。 
 
（４）他の分科会と連携した研究活動 
『「競技力の向上」抜きに「部活動の活性化」を考えることは非常に困難なことであると同時に、「部活動の

活性化」と「競技力の向上」は同時に考慮していくべき問題であり、それぞれが独立して歩んでいくことは

出来ない。すなわち、火山の噴火のごとく底辺の拡大や部活動の活性化を視野に入れて取り組むとするなら

ば、競技人口を増やすことだけにとらわれるのではなく、競技力の向上をまずは図り、そこから目標とする

選手やチームを育てていくことが大切であり、その結果として底辺の拡大や部活動の活性化が促進されてい

くことになる』ということを平成 23年度の研究大会紀要に書かせていただいた。すなわち、「部活動の活性
化」を考えるにあたって、第三分科会のみでなく、他の分科会と連携して研究に取り組まなければいけない

ということである。 
 現在は、分科会が 3つに分かれて存在し、おのおのが日々研究を行っている中で、上記のような連携した
研究を行うことは困難であり、現実に実現していない。しかし、今後は第一分科会と第三分科会が連携した

研究活動を行える環境や状況を作り出し、その中での成果を発表していける可能性を追求していきたい。 
 
（５）研究部の存在価値 
 今まで各分科会が研究してきた活動内容をどれだけの数の人間が知っているのだろうか。東京都高体連研
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究部のＨＰや紀要を通して、内容については確認出来るであろう。しかし、調査したわけではないが、「あま

り知られていない」、「見られていない」のが現状ではないだろうか。私の勤める学校でも専門部でも、残念

ながらほとんど知られていなければ理解もされていないのが現状である。 
 我々が毎年行っている研究活動や内容を各専門部や高体連に留めず、より多くの方に周知してもらい、今

まで積み重ねてきた事を有意義に活用していける場や状況を作り出していくことも必要であると考える。各

専門部と研究部は「車の両輪のごとく」あるべきである。その理念のもと、今後も各専門部と連携し、研究

活動を周知、発展させていく可能性を探っていくことが求められているといえる。 

Ⅳ．おわりに 
 今回、過去の研究を振り返ることで、今までの活動を確認し、「今後の第三分科会のあり方」を再確認する

ことができた。東京都高体連研究部の第三分科会の代表として、過去を振り返ることで現在を見つめ直し、

将来の研究活動へと繋げる良い機会を与えていただいたことに心より感謝したい。なお、私的な考察が数多

く含まれていることはご容赦願いたい。今後の研究部のより一層の発展を祈念するとともに、今後の各学校

および各専門部が活性化していくための一助となることを願う次第である。 
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東京都高等学校体育連盟「研究部」規約 

                     

第一章  名称及び事務局 
第１条 本研究部（以下「本部」という）は、東京都高等学校体育連盟研究部と称する。 
第２条 本部の事務局は、会長指定の高等学校におく。   
                    第二章  目    的 
第３条 本部は、東京都高等学校体育連盟が教育活動の一環として実施する体育・スポーツ活動に関する

調査並びに研究を行い、その発展に寄与することを目的とする。   
                    第三章  事    業 
第４条 本部は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 
    １） 競技力向上、普及振興、安全対策に関する調査研究 
    ２） 研究会並びに講習会の開催 
    ３） その他本部の目的達成に必要な事項   
                    第四章  組織及び委員 
第５条 本部は、各競技専門部及び定通制部から選出された委員を以て組織する。 
        委員の任期は、２カ年とし、再任は妨げない。   
                    第五章  役    員 
第６条 本部に下記の役員をおく。 
    １） 部    長  １名 
    ２） 副   部  長  ２名 （１名は委員長及び本連盟の常任理事を兼ねる） 
    ３） 常 任 委 員 １０名   
    ４） 監    事  ２名 
第７条 役員は、委員会において選出する。 
第８条 役員の任務 
    １） 部    長 部長は、本部を代表し、会務を統括する。 
    ２） 副 部 長 副部長は、部長を補佐し、部長事故ある時はその職務を代行する。 
               委員長を兼ねる副部長は、会務を執行する。 
    ３） 常任委員 常任委員は、会務の企画、運営にあたる。 
    ４） 監    事 監事は、本部の会計を監査する。 
第９条 役員の任期は、２カ年とし、再任は妨げない。補充によって就任した場合は、前任者の残任期間

とする。 
 
                    第六章  会    議 
第 10条 委員会は、委員を以て構成し、必要事項を審議決定する。 
第 11 条 常任委員会は、役員を以て構成する。常任委員会は、部長が招集し、必要事項を審議する。な

お、緊急事項が生じた場合は、常任委員会で審議決定し執行する。 
執行内容については、委員会に報告しなければならない。   

                    第七章  会    計 
第 12条 本部の経費は、本連盟の一般会計・研究部費、その他を以てこれにあてる。 
第 13条 本部の会計は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わる。   
                    第八章  附    則 
第 14条 本規約は、本連盟常任理事会の議決を得て変更することができる。  
第 15条  本規約は、平成１３年１１月１６日より施行する。 
     （経過）  １．平成１９年 ４月 ２６日 第一次改定 
                   ２．平成２１年 ４月 １８日 第二次改定 
          ３．平成２５年 ４月 ２３日 第三次改定   
                      役員の選出に関する細則 
  １)部長は、都内高等学校長より選出する。 
  ２)副部長２名（１名は委員長及び常任理事を兼ねる）は、委員の互選により選出する。 
  ３)常任委員は、委員の互選により１０名を選出する。     
     （各分科会代表３名、団体種目系３名、個人種目系２名、武道系２名） 
  ４)委員は、各専門部・定通制部の互選とする。(各専門部より若干名、定通制部より１名） 
  ５)監事は、委員の互選とする。 
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＜研究部＞ 組織と名簿 ※氏名の太大字は、新部員。 2013年

役職名 氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 研究部役職

部長 熊谷通眞 都立稔ヶ丘 165-
0031

中野区上鷺宮5－11－1 03-3990-
4226

03-3926-7523 都高体連副会長

副部長
（委員長）

嶋崎雅規 ラグビー 団体 帝京 173-8555 板橋区稲荷台27-1 03-3963-4711 03-3963-6415 都高体連常任理事国語

副部長
（副委員

長）

中塚義実 サッカー 団体 筑波大付属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-8286 03-3943-0848 保健体育

常任委員 奥　正克 ハンドボール 団体 都立つばさ総合 144-8533 大田区本羽田3-11-5 03-5737-0151 03-5737-0154 第１分科会チーフ 地歴

〃 塩田伸隆 空手道 武道 都立松が谷 192-0354 八王子市松が谷1772 042-676-1231 042-675-1237 第２分科会チーフ 化学

〃 工藤慶之 少林寺拳法 武道 帝京 173-8555 板橋区稲荷台　27-1 03-3963-4711 03-3963-6415 第３分科会チーフ 数学

〃 田中康之 サッカー 団体 都立立川 190-0022 立川市錦町2－13－5 042-524-8195 042-527-9906 保健体育

〃 武田雅文 バレーボール男子 団体 東京農大一 156-0053 世田谷区桜3－33－1 03-3425-4481 03-3420-7199 国語

〃 新井理仁 ソフトボール 団体 都立東大和 207-0015 東大和市中央3-945 042-563-1741 042-565-0781 英語

〃 田中玄太 卓球男子 個人 日本大学豊山 112-0012 文京区大塚5-40-10 03-3943-2161 03-3943-1991 情報

〃 (会計) 征矢範子 陸上競技男子 個人 筑波大附属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-7176 03-3943-0848 保健体育

〃 武田右子 フェンシング 武道 青山学院高等部 150-8366 渋谷区渋谷4-4-25 03-3409-3880 03-3409-5784 理科(生物)

〃 満留久摩 相撲 武道 都立足立新田 123-0865 足立区新田２－１０－１６ 03-3914-3211 03-3911-1692 保健体育

監事 塚田智世 バドミントン 個人 都立杉並工業 167-0023 杉並区上井草4－13－31 03-3394-2471 03-3394-6299 国語
〃 稲垣哲人 軟式野球 団体 都立立川ろう 190-

0003
立川市栄町1-15-7 042-523-

1358
042-523-6421 技術

氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 研究部役職 教　科

征矢範子 陸上競技男子 個人 筑波大附属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-7176 03-3943-0848 常任委員(会計)保健体育

黒木義郎 陸上競技男子 個人 巣鴨 170-0012 豊島区上池袋１－２１－１ 03-3918-5311 03-3918-5305 保健体育

黒須崇仁 陸上競技女子 個人 江戸川女子 133-8552 江戸川区東小岩5-22-1 03-3659-1241 03-3659-4994 保健体育

新 君野貴弘 陸上競技女子 個人 堀越 164-0011 中野区中央2-56-2 042-664-6034 042-664-0754 保健体育

新 松永航平 バスケットボール女子 団体 東京電機大学 184-8555 小金井市梶野町4-8-1 0422-37-6441 0422-37-6821 国語

沢辺治史 サッカー 団体 都立片倉 192-0914 八王子市片倉町1643 042-635-3621 042-635-0682 保健体育

新 神山大樹 バレーボール女子 団体 都立野津田 195-0063 町田市野津田町2001 042-734-0221 042-734-9388 保健体育

新 塚田智世 バドミントン 個人 都立杉並工業 167-0023 杉並区上井草4－13－31 03-3394-2471 03-3394-6299 監事 国語

熊澤弘安 テニス 個人 都立府中工業 183-0005 府中市若松町2-19 042-362-7237 042-369-8445 工業(電気)

三宅　泉 体操男子 個人 高輪 108-0074 港区高輪2-1-32 03-3441-7201 03-3441-6699 保健体育

新井理仁 ソフトボール 団体 都立東大和 207-0015 東大和市中央3-945 042-563-1741 042-565-0781 常任委員 英語

奥　正克 ハンドボール 団体 都立つばさ総合 144-8533 大田区本羽田3-11-5 03-5737-0151 03-5737-0154 チーフ 地歴

井口成明 水泳 個人 東大教育学部附属中等教育学校 164-0854 東京都中野区南台1-15-1 03-5351-9050 03-3377-3415 保健体育

新 田中康之 サッカー 団体 都立立川 190-0022 立川市錦町2－13－5 042-524-8195 042-527-9906 常任委員 保健体育

稲垣哲人 軟式野球 団体 都立立川ろう 190-
0003

立川市栄町1-15-7 042-523-
1359

042-523-6421 監事 技術

久根下和利 ウェイトリフティング 個人 東亜学園 164-0002 中野区上高田 5-44-3 03-3387-6331 03-3387-6335 保健体育

杉浦翔太 ボクシング 武道 都立荒川工業 116-0003 荒川区南千住 6-42-1 03-3802-1178 03-3802-8218 工業

氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 研究部役職 教　科

齋藤有子 アーチェリー 武道 獨協 112-0014 文京区関口3－8－1 03-3943-3651 03-3943-91119 国語

滝田裕幸 スキー 個人 麻布 106-0046 港区元麻布2－3－29 03-3446-6541 03-3444-2337 英語

妹尾安起 自転車競技 個人 都立小平西 187-0032 小平市小川町1-502-95 042-345-1411 042-342-7483

田中玄太 卓球男子 個人 日本大学豊山 112-0012 文京区大塚5-40-10 03-3943-2161 03-3943-1991 情報

嘉戸尚史 卓球女子 個人 都立南平 191-0041 日野市南平8-2-3 042-593-5121 042-593-1442 常任委員 数学

田島隆史 レスリング 武道 日本工業大学駒場 153-8508 目黒区駒場1-35-32 03-3467-2130 03-3467-2165 保健体育

武田右子 フェンシング 武道 青山学院高等部 150-8366 渋谷区渋谷4-4-25 03-3409-3880 03-3409-5784 常任委員 理科(生物)

塩田伸隆 空手道 武道 都立松が谷 192-0354 八王子市松が谷1772 042-676-1231 042-675-1237 チーフ 理科(化学)

品川利幸 ライフル射撃 武道 日本大学櫻丘 156-0045 世田谷区桜上水3-24-22 03-5317-9300 03-3304-4328 国語

氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 研究部役職 教　科

森田純一 体操女子 個人 都立農芸 167-0035 杉並区今川　3-25-1 03-3399-0191 03-3399-3996 農業

大三宗康 バスケットボール男子 団体 都立橘 131-0043 墨田区立花4-29-7 03-3617-8311 03-3616-5917 工業(電気)

芦田浩敏 ソフトテニス男子 個人 都立井草 177-0044 練馬区上石神井2-2-43 03-3920-0319 03-5991-0757 数学

鈴木浩之 ソフトテニス女子 個人 豊島学院 170-0011 豊島区池袋本町2-10-1 03-3988-5511 03-3983-2704

新 武田雅文 バレーボール男子 団体 東京農大一 156-0053 世田谷区桜3－33－1 03-3425-4481 03-3420-7199 常任委員 国語

新 秋山大輔 スケート 個人 明治大学中野 164-0003 中野区東中野3－3－4 03-3362-8704 03-3361-3113 理科

嶋崎雅規 ラグビー 団体 帝京 173-8555 板橋区稲荷台27-1 03-3963-4711 03-3963-6415 委員長 国語

中塚義実 サッカー 団体 筑波大付属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-8286 03-3943-0848 副委員長 保健体育

松本直樹 弓道 武道 都立翔陽 193-0944 八王子市館町1097-136 042-663-3318 042-663-3362 地歴公民

中村豪介 アメリカンフットボール 団体 麻布 106-0046 港区元麻布2-3-29 03-3446-6541 03-3444-2337 保健体育

金持拓身 柔道 武道 桐朋 186-0004 国立市中3-1-10 042-577-2171 042-574-9898 保健体育

井谷　享 剣道 武道 都立浅草 111-0024 台東区今戸1-8-13 03-3874-3182 03-3872-0606 保健体育

満留久摩 相撲 武道 都立足立新田 123-0865 足立区新田２－１０－１６ 03-3914-3211 03-3911-1692 常任委員 保健体育

中島博枝 なぎなた 武道 愛国 133-8585 江戸川区西小岩5-7-1 03-3658-4111 03-5668-1717 保健体育

鎌田瑠里 ボート 団体 都立日本橋 131-0041 墨田区八広 1－28－21 03-3617-1811 03-3612-5396 保健体育

飯島裕三 ホッケー 団体 学習院高等科 171-0031 豊島区目白1-5-1 03-3986-0221 03-5992-1016 国語(古典)

松本至巨 登山 団体 東京学芸大附属 154-0002 世田谷区下馬4-1-5 03-3421-5151 03-3421-5152 地歴　

工藤慶之 少林寺拳法 武道 帝京 173-8555 板橋区稲荷台　27-1 03-3963-4711 03-3963-6415 チーフ 数学
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